
村上農業普及指導センター

☆今後も高温が続く予想です。熱中症対策をしっかり行いましょう。

【コシヒカリ】（＊印は全量基肥施肥栽培）

本年 平年比 前年比 本年 平年比 前年比 本年 平年差 前年差 本年 平年差 前年差

山北
＊

（大毎）
5/10 61 96% 79% 529 121% 121% 11.4 0.9 0.5 35.8 -1.6 -1.0

朝日
＊

（川端）
5/10 56 86% 81% 572 109% 157% 10.8 -0.5 -0.7 37.4 1.2 4.7

村上
＊

（鋳物師）
5/10 62 94% 81% 551 118% 114% 11.0 0.0 -0.8 36.8 -2.6 -3.1

神林
（牛屋）

5/10 62 97% 87% 562 126% 139% 11.2 0.1 -0.2 33.3 -0.7 0.8

荒川
（名割）

5/15 52 80% 76% 457 100% 103% 10.2 -0.4 0.2 38.6 -2.2 0.0

関川
（下関）

5/15 54 88% 77% 548 117% 121% 11.0 0.3 -0.3 39.2 -1.3 2.2

本年 指標比 前年比 本年 指標比 前年比 本年 指標差 前年差 本年 指標差 前年差

5/11 58 100% 80% 536 124% 126% 10.9 0.6 -0.2 36.9 2.5 0.6

草丈（cm，％） 茎数（本/㎡，％） 葉数（葉） 葉色（SPAD値）調査
場所

田植日

水管理に当たっては、地域全体に行き渡るよう、止め忘れを防ぎ、大切に使いましょう！

茎数（本/㎡，％） 葉数（葉） 葉色（SPAD値）
６地点
平均

田植日
草丈（cm，％）

草丈：並 茎数：多い 葉数の進み：早い 葉色：やや濃い

〇高温気象が続いており、葉色はほ場間のばらつきが大きく、葉色低下が大きいところ

もみられる。

○管内のコシヒカリで幼穂が確認され始めている。

○出穂期の予想は、コシヒカリ、早生品種ともに平年に比べ３日程度早い見込み。

〇コシヒカリは幼穂が確認され始め、出穂期１か月前に達しているため、中干しから飽

水管理に移行しましょう。

〇分施栽培では、今後１回目の穂肥時期を迎えます。草丈はほぼ指標値並ですが、茎数

が多く、葉色はほ場間差が大きいことから、生育診断を行い、施用時期や施用量を決

定しましょう（詳細は、岩船米づくり情報No.5参照）。

〇全量基肥施肥栽培でも、高温気象下の品質確保のため、今後葉色が大きく低下する場

合は、出穂期10日前までに追加の穂肥を施用しましょう。

〇早生品種の出穂前までに、カメムシの生息地となる農道・畦畔等の草刈りを徹底しま

しょう。また水田内のヒエ・ホタルイも除去しましょう。

当面の管理のポイント

生 育 概 況

問い合わせ先：村上農業普及指導センター
ＴＥＬ ： 0254-52-7930 E-mail ： ngt111240@pref.niigata.lg.jp

気温高く推移し、出穂期さらに早まる見込み！

１回目の穂肥は生育診断に基づき、適期適量を施用しよう！


